
スキンケアの重要性 

アレルギーは口から物が入って症状を発症する前に、まずは皮膚から

アレルゲンが入ってアレルギーを発症する可能性があることがわかっ

てきました。そのため、 

乳児のアレルギーの発症予防のひとつとし

て、「スキンケア」が注目されています！ 

2022 年に開催された第 59 回日本小児アレルギー学会学術大会で

は、新生児期からスキンケアをおこなった赤ちゃんは、そうでない場

合とくらべ 1 歳時点でのアトピー性皮膚炎や食物アレルギーの発症

が極めて少なかったという研究結果が報告されています（※1） 

※1）第 59 回日本小児アレルギー学会学術大会「乳児期皮膚バリア機能とアレル

ゲン感作に関する観察研究（Fukushima study）」 

冬の乾燥した空気は、デリケートな子どもの肌には大敵です。放っ

ておくと、かゆかゆ、かさかさになってしまいます。「こまめに、丁寧

に」日常的なケアをしてあげてください。 

 

◇たっぷり保湿 保湿剤は、おふろあがりに。肌に湿り気があるうちに使う 

と、角質層に水分を閉じ込められるので効果的。 

◇清潔を保つ  顔に汚れなどが付いていたらきれいにふいて。おふろでは 

ごしごしこすらずせっけんを泡立てて優しく洗います。 

◇刺激を少なくする 直接肌にふれる衣類は綿素材がお勧め。ポリエステ 

ルなどの合成繊維は静電気を起こしやすいため、皮

膚を刺激してかゆみのもとに。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ほけんだより１月号 

令和６年１月９日 

粉 河 保 育 園 

看護師 山田昇子 

あけましておめでとうございます。年末年始のお休みの間は楽しく過ごせましたか？つい不規則な生活をしたり、

食べすぎたりしませんでしたか？今年も子どもたちが健康に過ごせるように、ほけんだよりを通してさまざまな情報

をお伝えしていきます。本年も宜しくお願いいたします。 

内科検診のお知らせ 

２月１４日１２時～３・４歳児 

２月２１日１２時～０・１・２歳児 

検診の当日欠席された場合は、保育園から

用紙を渡しますので後日、園医に受診して用

紙の提出をお願いします。 

園医：髙木内科 

髙木 洋 先生 

先月、溶連菌感染症にかかった子どもが２人いまし

た。園ではあまりみられない感染症なのでお知らせし

ておきます。 

 


